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【日本語訳】 

GRADE ガイドライン 15: エビデンスを推奨に変換する － 推奨の方向性と強さの決定因子 

 

抄録 

GRADE アプローチでは、推奨の強さは管理戦略における一連の望ましい効果が望ま

しくない効果を上回ることに対する確信性の程度を反映する。本稿では推奨の方向性

と強さを決定するための GRADE アプローチについて取り上げる。GRADE では、懸案

の望ましいアウトカムと望ましくないアウトカムに関する効果推定値、効果推定値の確

信性、価値観と好みに関する推定値、資源利用からなる 4 つの領域に基づき、複数の

管理戦略における懸案の望ましいアウトカムと望ましくないアウトカムのバランスについ

て記述する。最終的には、ガイドラインパネルは、介入に賛同または反対する強いま

たは弱い推奨を策定するためにこれらの因子を統合して判断しなければならない。 
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